
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実践事例（７）】               （宮城県聴覚支援学校） 

避難確保計画の内容を踏まえた避難計画の作成 

学校の状況 

○学校から約２００ｍの位置に一級河川の広瀬川が流れている。 

○仙台市ハザードマップでは 0.5ｍ～3.0ｍ未満の洪水による浸水が想定されている。 

○市の要配慮者利用施設に指定されている。 

            

取組方法【避難確保計画の内容を踏まえた避難計画の作成】（在校時の大雨・洪水時における対応） 

１ 大雨・洪水時の警戒レベルへの対応として，避難確保計画の内容を踏まえて，防災マニュアルを整理し

た。 

  ※作成に当たっては，市防災担当部局の指導もいただいている。 

レベル２で情報収集（河川の氾濫情報，大雨・洪水警報等） 

 

レベル３（高齢者等避難）で幼稚部，重複学級は３階へ避難（大雨・洪水警報，広瀬川氾濫警戒情報） 

       

レベル４（避難指示）で全員３階へ避難完了（広瀬川氾濫危険情報） 

 

２ 引き渡しによる下校も想定 

するが，引き渡しをすること 

により，危険を伴う場合は， 

学校へ留め置くこととして 

いる。 

要配慮者利用施設における

避難確保計画の作成例 

 

国土交通省ホームページに

は，避難確保計画の作成例

が紹介されています。 

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouho

u/jieisuibou/bousai-gensai-suibou02.html 

 

 

 

自治体のホームページに作

成例を掲載しているところも

あるので確認してみましょう。 

https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/bousai-gensai-suibou02.html
https://www.mlit.go.jp/river/bousai/main/saigai/jouhou/jieisuibou/bousai-gensai-suibou02.html

